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＜巻頭言＞	
 

「今、スタンプいくつ？」	
 

準研究員	
 栗本	
 宣和	
 

「皆さん旅券は持っていますか？」旅券と聞くと、どこか

旅に行く時の乗車チケットのようにも聞こえますが、実は

パスポートのことです。私が野外研の学群生だった時に、

よく指導されたことが、「グローバルな視野を持ちなさ

い！」ということでした。大学卒業後も意識して物事を広

くとらえるよう、また特に海外に目を向けることに心掛け

たものです。自分が教師としても、生徒に“グローバル”

を教え伝えるようにしました。その結果、海外に働き場を

見いだす者も現れほどです。少し話はずれましたが…。	
 

外国で飛行機が着陸した後に、降機してボーディングブリ

ッジを渡る。そこで最初に「フワッ」と香る匂いを、いつ

もその国のファーストインプレッションとして期待する自

分がいる。これは、毎回違う感がありかなり楽しく興味深

い。この事に限らず、海外には言語、食物、雰囲気、文化、

宗教、歴史など、五感で感じるモノの全てが異文化実体験

であり、それが異なる栄養素として体内に蓄積される。今

年は、２～３月にイタリア・ハンガリー、チュニジア、５

月にオーストリアとスロバキアに訪問し、ドバイにも10時間

程度滞在した。これまでに20カ国（述べ31カ国）訪れ、旅券

に各国のスタンプが押された。	
 

	
 皆さんは、“野外運動研究室パスポート”の所持を認め

られた人たちです。「今、いくつスタンプが押されていま

すか、あなたの野外研パスポート？」	
 	
 	
 

	
 小生もスタンプの数（訪問国数）と、吸収した栄養の量

が比例するように、今後も精進していきたいと思います。	
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＜研究室関連授業（1学期）／研究室連絡＞	
 

○	
 学群関連科目	
 

・	
 野外運動方法論演習Ⅰ(キャンプ)集中	
 

	
 	
 7/31〜8/6	
 宮城県栗駒市花山	
 

	
 

○	
 大学院関連授業	
 

・	
 野外教育・スポーツ実習Ⅰ（キャンプ）	
 

8/17〜24	
 宮城県栗駒市花山	
 

・	
 野外教育・スポーツ指導実習Ⅱ（水辺）	
 

6/24〜27	
 	
 沖縄県	
 

	
 

	
 

＜授業関連報告＞	
 

○	
 実技理論・実習Ⅰ（野外運動）ＴＦ	
 

岡田成弘（DC3）	
 

	
 平成２２年度１学期の野外運動の授業も、無事終わりを

迎えようとしている。毎回の授業で指導にあたるレギュラ

ースタッフやASE・ディキャンプでカウンセラーをやって

くれた野外研のみんなのおかげで、これまで有意義な授業

を行なうことができた。	
 

	
 私は、昨年度に引き続き、今年

度もティーチング・フェロー（TF）

という形で、授業担当の岡村先生

のかわりに授業を任せてもらう

こととなった。これは、大学教員

を目指す大学院博士後期課程の

学生にとっての教育実習のよう

なものである。昨年度改善してよ

かったものは今年も継続し、そう

でなかったものは新たな方法を

考えたり昨年度以前のやり方に

戻す等、試行錯誤を重ねた。その

一つとして、今年度は新たな試み

としてクラフト活動を取り入れ

た。学生が将来野外教育の指導を

する際の活動の一つとして紹介

できたことや授業全体をふりか

えることができたのは大きな成

果であると考えている。しかし、

多様な学習内容を含む野外運動の授業において、しかも１

０回しか授業回数がない中で、「何を学生に伝えるべきな

のか（優先順位をどうおくのか）」、「本当にその活動がベ

ストなのか」という問いに対する答えはまだはっきりとは

出ていない。毎回の授業の中でのやり方においても、この

３年間は様々な方法で行なって来ており、それぞれのやり

方にメリット・デメリットがあると感じている。今回は、

「総合的に判断して何がベストなのか」という判断が難し

くもあり、それが授業の質や学生の満足に直結することを

強く感じた。	
 

	
 もうすぐ自分も本当の大学教員として学生の前に立つ時

が来る。その時は、全て自分で判断し、自分で評価しなけ

ればならない。そのための有意義な経験を積ませてもらえ

て、岡村先生や野外研のスタッフ、そして受講生のみんな

に、とても感謝している。	
 

	
 	
 

○	
 野外運動方法論演習Ⅰ（キャンプ）	
 

辻野里奈（UG3）	
 

	
 毎週木曜4，5限に野外運動方法論Ⅰの授業が行われ、学群

3年生6名が参加した。	
 

	
 授業では7月31日～8月6日のキャンプ実習に向けた知識や

技術などを学んだほか、5回のクライミングと3回のカヌーも

体験した。	
 

	
 クライミングでは経験者はいなかったが、回数をこなす

うちに上達した。クライミングの理論、技術、指導法だけ

ではなく、ロープワークや事故が起こった場合の自己脱出

や救助法も学んだ。カヌーでも基本的技術を身に付けた後、

沈脱やレスキューの方法も学んだ。技術を習得し楽しむこ

とはもちろんだが、野外で活動するということは危険と隣

り合わせであり、活動中に起こりうる事故を想定しそれに

対処する能力を身につけることの重要性を学んだ。これか

ら野外で活動するための心構えを持つことができた。	
 

この授業で学んだことをしっかりと活かし、安全で楽しい

キャンプ実習にしたい。	
 

	
 	
 

	
 

＜課外活動関連報告＞	
 

○	
 1学期勉強会	
 

岩谷優志（UG3）	
 

	
 今年度も一学期間を通して学生の企画による勉強会を実

施した。５月から６月にかけて毎週

火曜日17時から２時間、「夏に向け

てスキルアップしていこう！」とい

うテーマのもとに興味・関心からお

互いに知識を深めあった。	
 

	
 実施内容は、工具メンテナンス・

ファーストエイド・地図とコンパ

ス・つくば地域を題材としたプログ

ラム開発などを行った。野外研で唯

一の３年として勉強会に参加して

いる。授業で扱わないものや、深く

掘り下げた内容など、自分にとって

は毎回の勉強会が新鮮である。特に

印象深いものはファーストエイド

で、野外活動には必要不可欠の知識

である。これらの知識を夏の実習や

指導に生かしていきたいと思う。	
 

	
 

○	
 JFA アカデミー福島アウトドア

トレーニングプログラム	
 

江越喜代竹（MC2）	
 

	
 ４月 18日日曜日、大学構内の野性の森で JFAアカデミ

ー福島のグループワークトレーニングが実施された。野外

運動研究室からは、統括坂本先生のもと、向後、江越、志

賀の３名がスタッフとして参加した。天気も良く、普段指

導する機会の多い大人向けの研修とはまた違った雰囲気

で活動が展開された。	
 

	
 毎年この時期にJFAアカデミー福島から、入学したての

子どもたちが筑波大学にやってきてグループワークを展

開している。「長期的視野に立ったサッカー選手の育成」

という趣旨のもと、活動を行っているJFAアカデミー。将

来、日本のサッカー界をけん引していくであろう子どもた

ちとの活動は、新鮮な時間だった。私が担当したグループ

は、比較的静かな子どもたちが多かったように思う。それ

でも、今までに見たことがないような課題を目の前にして、

試行錯誤しながら、課題の解決に向けて真剣に取り組んで

いた。子どもたちが活動に取り組む様子を見て、子どもた

ちを支えてきた家族のことが頭をよぎった。子どもたちも

大変だろうけれど、支えているご家族の方々も、大変なん



だろうな、と思う。そんな家族の想いに支えられている子

どもたち。彼らが将来、日本のサッカーを引っ張っていけ

る選手となるように、今、できることはなんだろうか。そ

う考えながら、指導にあたった。どれほど力になれたかは

分からないが、少しでも子どもたちの成長に関わることが

できたことを嬉しく思う。	
 

	
 	
 

○	
 クーバーサッカースクール「Outdoor	
 Training	
 Program」	
 

志賀亮太（UG4）	
 

	
 2010年４月17日、クーバーサッカースクールのアウト

ドアトレーニングプログラムの研修が筑波大学にて行わ

れた。スクールの参加者は 24 名。野外研からはスタッフ

として、坂本先生をはじめ、向後、江越、藤岡、志賀がフ

ァシリテーターとし

て、また小田先生、梶

田が食料係として参

加した。	
 

	
 当日は天候が優れな

かったため、午前中は

クラブハウスで、天候

の回復した午後から

野性の森にてASEの研

修を行った。	
 

	
 私自身、こういった

社会人の方を対象と

するASEの指導をする

のは初めてであり、言

葉遣いや活動中の関わり方について、少し戸惑う面もあっ

たが、参加者の方々はサッカーの指導をやられているとい

うことで身体能力も高く、活動にも積極的に参加してくれ

ていた。ASEについても、その効果や方法に関して興味を

持ってくれていたようである。昼食中なども、お互いにど

んな活動をしているのかなどの情報交換を多くすること

ができ、様々な刺激を受けることができた。	
 

	
 	
 

○	
 八甲田バックカントリースキーツアー	
 

梶田	
 歩（UG4）	
 

	
 5/1～4の日程で立山でバックカントリーツアーを行った。

岡村先生とそのご家族と研究室員 5 名に加え、研究室 OB

の片山さんや花山・嬬恋のキャンパーも加わり、とてもバ

ラエティに富んだメンバー構成となった。主な活動として

は、2日に足慣らしとしての剱御前小屋ツアーと選択学習、

3日目には今回のツアーの目玉である一ノ越→黒部平のツ

アーを行った。2日目には目の前にそびえる剱岳に感動し、

3日目には後立山連峰の大パノラマや広大な斜面を堪能す

ることができた。立山連峰はとても雄大で圧倒的だった。

夏の剱岳にも挑戦してみたいと思った。また2日目の選択

学習では、イグルーづくりを学ぶグループと運搬法を学ぶ

グループに分かれてそれぞれ活動を行った。各々のニーズ

に応じた活動を行うことができたと思う。	
 

	
 今回のツアーは、タイムスケジュールやルート等の共通

理解、装備関係での反省が多かったように思う。今後の活

動で同様なミスを繰り返さないよう気を付けたい。	
 

	
 

○	
 JOCナショナルコーチアカデミー	
 野外研修	
 

藤岡良仁（MC2）	
 

	
 2010年6月1日	
 筑波大学野生の森にてJOCナショナル

コーチアカデミーの ASEが行われた。当日は 25名のナシ

ョナルチームコーチの方と5名の	
 JOCスタッフの方が来ら

れた。	
 

	
 野外研からは坂本先生のもと、岡田、藤岡、江越がファ

シリテーターとして、また小田、志賀、沖田、中川が懇親

会係として関わり運営した。参加者の方々は前日に初対面

の方が多かったようだが、さすがはナショナルチームでコ

ーチをされている方々だけあって、コミュニケーションも

活発に非常に意欲的に活動に取り組んでおられた。特に自

分の担当したグループでは目隠しラインナップが最も印

象深いものとして残ったようだった。活動後の懇親会も皆

さん非常に楽しみにされていたようで、美味しい食事とサ

ーバーからのビールを堪能しつつ、情報交換も盛んに行わ

れていた。活動に対しても好印象を持っていただき、グル

ープ競技はもちろん、個人スポーツでもチーム力向上に生

かせないかなど様々な話がな

されていた。我々スタッフに

とっても、トップ選手のコー

チをされている方々と関わる

中で様々な刺激を受けること

の出来るとても有意義な研修

となった。	
 

	
 

○	
 第14回キャンプ会議	
 

沖田啓二（UG4）	
 

	
 平成22年5月22日に国立オ

リンピック記念青少年総合セ

ンターで、「第14回日本キャン

プ会議」が行われた。今回は、

口頭発表で実践報告が6題、研究報告が7題、ポスター発

表で8題の合計21題が発表された。また、発表の他にも

ワークショップ、全体会、懇親会などが行われた。野外運

動研究室からは学生5名と教員1名が参加し、その内4名

が発表を行った。	
 

	
 口頭発表やポスター発表を通して、様々なキャンプの論

文に触れることができたり、今までに聞いたことがないキ

ャンププログラムなどを知ることができ、とても勉強にな

った。	
 

	
 また、キャンプ会議後に行われた懇親会では発表者から

直接話を聞くことができ充実した時間を過ごすことがで

きた。	
 

	
 

○	
 2010	
 春	
 野生の森ゆめキャンプ	
 

中川佳美（UG3）	
 

幼少年キャンプ研究会の主催する2010年春野性の森ゆめキ

ャンプが行われた。参加者は小学４～６年生の２８名。第

一回は５月１６日(日)に筑波大学の天久保池で行われ、カヌ

ーの基本的な動作と沈脱の方法を習得した。第二回は５月

３０日(日)に一回目と同じ天久保池で行った。カヌーポロの

元全日本選手を招き、一緒にポロの試合をし、遊びの中で

技術を向上させた。キャンパーは皆、真剣にポロの試合を

しており、真剣な顔や笑顔がたくさん見られたので、いい

企画であったと思った。第三回は６月１２(土)～１３(日)

に栃木県から茨城県へと流れる那珂川へ遠征し、行った。

那珂川には瀬があり、流れの中でカヌーをすることは天久

保池での体験と異なり、参加者全員、カヌーの面白さを感

じられた２日間であった。	
 

	
 私はカウンセラーはまだ２回目であったし、カヌーも初

心者であったため、予想以上に難しいプログラムであった。

特に那珂川でのプログラムは風邪を引いた後で、声も出ず、

カヌーの知識や技術もまだまだな状態で挑んだので学ぶこ



との多いプログラムであった。しかし、カヌーの魅力を体

験でき、キャンパーの楽しそうな笑顔やカヌーポロの試合

での真剣な表情を見れたので、全体を通してすごく楽しい

ゆめキャンプだった。今回見つけた課題を忘れずに次回参

加予定の花山キャンプで活かしていき、体調管理もしっか

りしていきたいと思う。	
 

	
 

○	
 水泳日本代表ASE	
 

林	
 丈（MC2）	
 

	
 2010年4月21日水曜日、筑波大学野性の森実習場にて、

水泳日本代表のチームビルディングを目的としたASEが行

われた。天気予報を見事に裏切り、野性の森上空には気持

ちのいい晴れ空が広がった。全体で少しゲームを行い軽く

緊張をほぐした後、参加し

た48名の代表選手は6グル

ープに分かれ、各グループ

のカウンセラーと共にいく

つかのASEを行った。	
 

	
 選手達は午前中に練習を

終えてからつくばへと移動

し、ASEを行った後はすぐに

グアムでの合宿に向かうと

いう。今日に限ったことで

はないが、とにかく怪我に

は気をつけたい。積極的に

声をかけあい、和やかな雰囲気ながらも集中を切らさず、

事故なく各グループとも活動を終えた。	
 

	
 選手達の感想やNHKでの放送から察するに、普段とは少

し違う活動を通し、コミュニケーションの促進がはかれた

ものと思う。ASEで結束が高まった水泳日本代表選手たち

の今後の活躍に、注目と期待を寄せたい。	
 

	
 

○	
 日本野外教育学会第13回大会	
 

荒木恵理（DC3）	
 

	
 	
 2010年6月18日（金）〜20日（日）の日程で、日本野

外教育学会第 13 回大会が、山梨大学甲府キャンパスで開

催された。	
 

	
 	
 18日は、プレ大会ワークショップということで、野外研

の D3 岡田が企画し、ハイキングスキルのワークショップ

が行われた。塩山温泉にある「塩の山」という低山を用い

て、遠征の装備・食料計画、山の歩き方、環境配慮行動、

山での救急搬送法などを実践をもとにみんなで考えよう

という内容だった。私は、半分参加者、半分補助スタッフ

のような関わり方であったが、海外からのゲストのお2人

や参加してくれていた信州大学の大学院生たちといろい

ろと話すことができて、とてもいい時間が過ごせた。	
 

	
 また、19 日（土）からの本大会では、自主企画ワーク

ショップとして、「学校教育における野外教育の役割」と

いうテーマのワークショップを実施した。たくさんの、と

は言えませんが、学校関係者にとどまらず、大学関係者や

大学生、民間指導者など様々な人たちが参加してくださっ

た。ワークショップの中で、私の母校の後輩たちで、学校

現場で働いている2人に、自分と野外と学校について話を

してもらい、今の現状や自分たちにできることなどを考え

る機会としてのいい時間が持てたのではと思う。参加して

くれていた大学生から、「学校教員を目指しているなかで

いろいろな迷いがあったが、話を聞いてとても刺激になっ

た」などの感想をいただけたことが何よりの成果と、嬉し

く思った。	
 

	
 

	
 

＜課外活動関連告知＞	
 

○	
 日本体育学会	
 第61回大会	
 

日時：９月８日（水）〜１０日（金）	
 

会場：中京大学	
 豊田キャンパス	
 

担当：（社）日本体育協会	
 東海支部	
 

	
 

○	
 キャンプインストラクター養成講習会	
 

日時／会場：７月〜10月にかけて全国７カ所で開催	
 

参加費：10000〜18000円（テキスト代の有無要確認）	
 

問合：各会場都道府県のキャンプ協会	
 

	
 	
 	
 	
 	
 http://www.camping.or.jp/2010/05/post_134.php	
 

	
 

＜スタッフ•参加者募集＞	
 

○	
 古賀志山フリークライミングツアー	
 

夏の日差しの中、野外のフィールドに飛

び出そう！日時：7月14日㈬～15日㈭１

泊２日	
 

場所：栃木県古賀志山	
 

宿泊：宇都宮森林公園キャンプ場	
 テン

ト泊	
 

内容：古賀志山でフリークライミング	
 

経費：2000円前後	
 

問合：野外運動研究室	
 江越喜代竹	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ／tsukuba.climbing@gmail.com	
 

	
 

○	
 ジョモニックサッカースクールキャンプ	
 

期間：８月22日（木）〜26日（月）	
 

場所：両神山キャンプ場	
 

対象：小学校４〜５年生	
 

内容：キャンプ生活、冒険	
 

	
 	
 	
 登山指導	
 

募集：若干名	
 

問合：岡田／080-5642-4028	
 

	
 

○	
 花山キャンプ	
 

日程／対象：	
 

・	
 Bコース	
 ８/８〜８/12	
 幼年長〜小学４年	
 

・	
 Cコース	
 ８/17〜８/24	
 小学５年〜高校３年	
 

・	
 順天堂大学実習	
 ８/26〜８/30	
 大学生	
 

内容：キャンプ指導	
 

問合：Bコース	
 荒木／090-5136-9798	
 

	
 	
 	
 Cコース	
 岡田／080-5642-4028	
 

	
 	
 	
 順天堂	
 	
 荒木／同上	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

＜編集後記＞	
 

	
 もうすぐ夏休み！ニュースレターを作成しながら、話題

とともに季節の移り変わりを感じます。課外活動関連告知

については様々な団体で企画がありすぎて載せられませ

んでした。ちょっと調べればいろんな活動があります。い

ろんなことに挑戦していきましょう。	
 

志賀亮太（UG4）	
 


